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高齢者無料職業相談
高齢者に向く仕事の求人・求職

についてのご相談がありましたら
お申出ください。社会福祉協議会
の専門相談貝がおうけします。
相談日は、毎月第4火曜日( 12
月のみ休み) 午前10時～午後3時
区役所1 階区民相談室です。

町
に
緑
を
と
り
も
ど
そ
う

結
婚
記
念
樹
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

1
0月
に
は
植
木
祭
り
も

祕

市
化
"
が
す
す
み
、
町
か
ら
緑
が
失
わ
れ
、
夏
と
い
う
の
に
、
ト
ン
ボ

や
せ
み
も
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
町
に
緑

を

と
り
も
ど
す
た

め
、
区
で
は
結
婚
記
念
樹
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の
事
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

結
婚
記
念
樹
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

お
二
人
刀
門
出
を・
記
念
し
て
植
樹
し

成
畏
を
と
も
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

大
地
へ
櫻
を
は
り
、
や
が
て
緑
陰
を
こ

し
ら
え
る
樹
木
の
よ
う
に
、
堅
実
な
家

庭
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
こ
う
、
と
苗
木

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

植
え
る
場
所
を
持
だ
な
い
方
の
た
め

に
は
、
公
園
の
一
部
な
ど
に
「
結
婚
記

念
樹
コ
ー
ナ
上

を
設
け
ま
す
。

◆
対
象
者

今
年
の
四
月
一
巳
以
降
に
結
婚
し
、

い
ま
X
内
に
お
住
ま
い
の
力
・
プ
ル

◆
苗
木
の
種
類

秋
に
柚
え
る
木
―
四
月
か
ら
八
月
ま
で

に
申
込
ま
れ
た
方
の
た
め
に
は
、

イ
チ
ョ
ウ
(
落
葉
高
木
)
…
足
立
区

の
木
で
す
。
成
長
が
早
く
、
十
月
に

な
る
銀
杏
は
食
べ
ら
れ
る
。

八
重
桜
(
落
葉
中
高
木
)
…
美
し
い

花
を
咲
か
せ
る
か
、
刈
込
み
、
大
木

の
移
植
は
出
来
な
い
。

柿
の
木
(
落
葉
中
高
木
)
…
手
入
れ

次
第
で
、
毎
年
実
を
つ
け
る
か
、
大

木
の
移
植
は
困
難
。

ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
(
常
緑
高
木
)
…

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
真
赤

な
実
を
つ
け
美
し
く
、
小
鳥
が

喜
ん
で
食
べ
る
。

紅
梅
(
落
葉
中
高
木
)
…
卓
春

に
気
品
高
く
開
花
し
、
お
め
で

た
い
木
と
し
て
庭
に
植
え
る
。

春
に
植
え
る
木
―
九
月
か
ら
来
年

一
月
ま
で
に
申
込
ま
れ
る
方
の
た

め
に
は
、

ラ
カ
ン
マ
キ
、
ヒ
イ
ラ
ギ
、
キ

ン
モ
ク
セ
イ
、
サ
ザ
ン
カ
、
黒

竹

◆
申
込
み
方
法

区
役
所
窓
口
へ
婚
姻
届
を
出
し
た
と

き
、
案
内
状
と
申
込
み
(

ガ
キ
を
さ
し

あ
げ
ま
す
。
お
好
き
な
苗
木
一
本
を
選

び
(
ガ
キ
に
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
結
婚
記
念
樹
コ
ー
ナ
ー

を
ご
利
用
の
方
に
つ
い
て
は
、
苗
木
は

区
で
選
び
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ

さ

い
。な

お
、四
～
(
月
に
届
出
を
す
ま
せ

た
方
に
は
区
か
ら
案
内
状
を
お
送
り
し

ま
す
が
、通
知
が
も
れ
た
場
合
は
、官

製
(
ガ
キ
で
、
「結
婚
記
念
樹
希
望
」

と
書
き
、住
所
・
氏
名
・
婚
姻
年
月
日

の
ほ
か
、自
分
で
植
え
た
い
方
は
、希

望
の
苗
木
を
、ま
た
結
婚
記
念
樹
コ
ー

ナ
ー
を
利
用
さ
れ
る
方
は
そ
の
旨
を
記

入
の
う
え
足
立
区
役
所
環
境
課
(
〒
一

二
〇
足
立
区
千
住
一
-
五
〇
)
あ
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
配
布
の
日
時

苗
木
を
植
え
る
時
期
に
応
じ
て
、
春

と
秋
に
お
渡
し
し
ま
す

。(
月
ま
で
に

申
込
み
の
方
は
十
月
下
旬
に
、
九
月
以

降
の
方
は
来
年
三
月
に
区
役
所
本
庁
舎

と
第
二
庁
舎
で
配
布
す
る
予
定
で

す

が
、
く
わ
し
い
日
時
な
ど
は
後
ほ
ど
ご

通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
区
役
所
緑
化
係
へ
ど

う
ぞ
。

大きく育てよう
このイチョウのように

植

木

祭

り

に

お

出

か

け

く

だ

さ

い

樹
木
の
緑
に
親
し
み
、
区
内
に
一
本

で
も
緑
を
お
お
く
植
え
て
も
ら
お
う
と

十
月
に
、
植
木
祭
り
を
行
な
い
ま
す
。

こ
れ
は
歩
行
者
天
国
の
一
部
を
利
用

す
る
都
内
2
3区
で
も
は
じ
め
て
の
こ
こ

ろ
み
。
当
日
は
庭
木
や
鉢
物
な
ど
が
出

品
さ
れ
(
市
価
よ
り
割
安
と
な
り
ま
す
)

二
・
三
〇
の
市
が
立
ち
、
お
い
で
の
方

の
う
ち
五
千
名
に
草
花
の
種
子
を
さ
し

あ
げ
ま
す
。

◆
日
時
　
十
月
五
日
(
土
)
六
日
(

日
)
　

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
三
時
～
九
時

◆
場
所
北
千
住
駅
前
通
り
と
区
役
所
-
-

前
通
り
の
間
の
旧
日
光
街
遭
の
商
店
街

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
へ

両
日
は
、植
木
祭
り
と
そ
の
準
備
の

ご
め
、歩
行
莫
国
の
諡
逗
晋

れ
、午
後
一
時
か
ら
十
時
ま
で
車
の
進

一
入
か
禁
止
さ
れ
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
い
。

幼稚園の保育料を

減免します
区
教
育
委
員
会
で
は
、区
内
の
公
立
、

ま
た
は
認
可
さ
れ
て
い
る
私
立
幼
稚
園

に
四
歳
～
五
歳
児
(
昭
和
四
十
九
年
現

在
の
醜
年
齢
に
よ
る
)
を
通
圜
さ
せ
て

い
て
、
一
定
基
準
の
収
入
を
超
え
な
い

ご
家
庭
を
対
象
に
、
幼
稚
園
を
通
じ
、

保
育
料
な
ど
の
馘
免
そ
行
な
い
ま
す
。

こ
れ
は
経
済
的
な
負
担
を
減
ら
し
、

幼
稚
園
へ
の
就
園
を

奨
励
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
制
度
で

す
。申
込
手
続
な
ど

は
。
次
の
と
お
り
で

す
。

□
対
象

①
足
立
区
内
に
住
ん

で
い
て
、
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る

世
帯
、
お
よ
び
昭

和
四
十
九
年
度
の

区
民
税
が
非
課
税

の
世
帯

③
昭
和
四
十
九
年
度

の
区
民
税
の
所
得
剖
課
税
の
顛
が
五

千
円
以
上
の
世
帯

⑤
同
じ
く
所
得
割
課
税
の
額
か
五
千
円

を
こ
え
一
万
円
以
下
の
世
帯

④
同
じ
く
所
得
割
課
税
の
額
が
一
万
円

を
こ
え
二
万
円
以
下
の
世
帯

奈
前
肥
②
叨
④
と
も
、
同
一
世
帯
で
、

二
人
以
上
に
所
得
か
あ
る
場
合
は
、
そ

の
合
計
額
と
し
ま
す
。

□
減
免
額
(
左
上
表
参
照
)

①
に
骸
当
す
る
世
帯
…
年
額
三
万
円
を

限
度
と
し
ま
す

③
に
該
当
す
る
世
帯
…
年
額
二
万
円
を

限
度
と
し
ま
す

⑤
に
骸
当
す
る
世
帯
…
年
額
一
万
円
を

限
度
と
し
ま
す

④
に
骸
当
す
る
世
帯
…
年
額
五
千
円
を

限
度
と
し
ま
す

□
手
続
方
法

申
込
用
紙
は
、
各
幼
稚
園
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。
所
定
欄
に
肥
入
の
う
え
、

課
税
証
明
番
、
ま
た
1
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
世
帯
は
、
生
活
保
護
受
給
証

明
書
を
添
付
し
、
通
園
し
て
い
る
幼
稚

園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
各
幼
稚
園
、
ま
た
は

教
育
委
員
会
学
事
係
ま
で
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

―
申
請
は
お
済
み
で
す
か
―

区
外
の
私
立
幼
稚
園
児
の
父
兄
に
補
助
金

区
で
は
、
私
立
幼
稚
園
児
保
護
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

す
で
に
「
区
の
お
知
ら
せ
」
で
ご
案
内

し
て
い
ま
す
か
、
区
外
の
私
立
幼
稚
園

へ
通
園
さ
せ
て
い
る
保
護
者
の
方
で
、

ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、
至

急
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所
お
よ
び
日
時

◎
区
役
所
本
庁
舎
】
階
ロ
ビ
ー
・
=
九
月

五
日
(
木
)
ま
で
午
前
九
時
～
午

後
四
時

◎
第
二
十
出
張
所
=
一
九
月
三
日
(
火
)

午
前
十
時
～
午
後
四
時
(
当
日
だ
け
)

※
区
内
の
私
立
幼
稚
園
へ
通
園
さ
せ
て

い
る
保
鍵
者
の
方
は
、
園
で
ま
と
め
て

申
閘
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
総
務
係
へ

。 自転車置場の
ご利用を

先
に
綾
瀬
駅
東
口
高
架
下
に
開
段

し
た
「
綾
瀬
自
転
車
パ
ー

ク
」(
写
真
)
は
、
自
転

車
を
利
用
し
て
い
る
方
の

好
評
を
得
て
い
ま
す
。
ま

た
、
夜
間
照
明
の
設
備
も

完
成
し
、
夜
間
利
用
者
の

方
に
も
、
一
層
便
利
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
整
傭
し

ま
し
た
。

こ
の
自
転
車
置
場
を
気

持
よ
く
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、利
用
者
の
方
は
、

自
転
車
置
場
に
書
い
て
あ
る
注
意
亊

項
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
付
近
の
歩
道
上

に
置
い
て
あ
る
自
転
車

は
、
歩
行
者
の
通
行
の
迷

怒
に
な
る
ぱ
か
り
で
な

く
、
地
域
の
美
観
を
そ
こ

ね
ま
す
の
で
、
歩
道
な
ど

は
置
か
な
い
で
、
自
転
車

置
楊
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。も
し
、
歩
道
上
等

に
自
転
車
が
放
置
さ
れ
て

い
ま
す
と
、
道
路
不
法
占

用
物
件
と
し
て
撤
去
し
処

分
し
ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
転
車
置
場
を
東
武
沿
線

の
五
反
野
・
梅
鳥
・
西
新
井
、
竹
の

塚
に
も
つ
く
る
た
め
関
係
機
関
と
交

渉
を
か
さ
ね
、
計
画
中
で
す
。

お
産
の
費
用
に

お
困
り
の
家
庭
へ

区
で
は
、
妊
産
婦
か
入
院
し
て
分
べ

ん
す
る
必
要
が
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
賢

裲

に
お
困
り
の
家
庭
に
、
出
産
費
の
助

氛

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

□
助
成
要
件

○
区
内
に
僅
ん
で
い
る
こ
と

○
前
年
分
所
得
税
額
か
九
千
六
百
円
以

下
で
あ
る
こ
と

○
妊
娠
七
か
月
以
上
で
あ
る
こ
と

□
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
前
年
分
所
得
税
額
の
わ
か
る
も
の

お
動
め
の
方
は
、
給
与
所
得
の
源
泉

微
収
禀
(
勤
務
先
で
発
行
し
ま
す
)

事
業
主
の
方
は
、
確
定
申
告
一

の
控

え
(
税
務
署
へ
申
告
し
た
写
し
)

○
前
年
度
特
別
区
民
税
額
の
わ
か
る
も

の

納
税
決
定
通
知
書
ま
た
は
課
税
証
明

書
(
区
役
所
課
税
課
で
発
行
し
ま
す
)

○
健
康
保
険
証

○
母
子
手
帳

○
印
か
ん

な
お
、
く
わ
し
く
は
、
あ
な
た
の
住

所
地
を
管
轄
す
る
つ
き
の
福
祉
事
務
所

相
談
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

足
立
福
祉
事
務
所
(
千
住
柳
町
匸
一

一
五
　
(
(
(
-
三
一
四
一
)

中
部
福
祉
事
務
所
(
関
原
二
丁
目
一

〇
一
一
〇
　
(
(
九
-
一
四
(
一
)

東
部
福
祉
事
務
所
(
東
綾
瀬
一
丁
目

五
-
一
七
　
六
〇
五
一
七
)
○
五
)

西
都
福
祉
事
務
所
(
鹿
浜
二
丁
目
二

四
-
二
　
(
九
七
一
五
〇
一
こ

「防災の日」にちなみ

わが家の震災訓練

区
で
は
、
九
月
一
日
の
「
防
災
の

日
」
に
ち
な
ん
で
、
次
の
と
お
り
震

災
馴
練
な
ど
を
行
な
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

□
わ
が
家
の
震
災
訓
練

実
施
日
時
=
九
月
一
日

(
日
)
午
前
十
一
時
五

十
(
分

災
害
発
生
の
合
図
=
サ
イ

レ
ン
・
拡
声
機
・
放
送

等
で
合
図
し
ま
す
。

実
施
対
象
L
都
内
全
家
庭

剛
練
内
容
1

…い火
気
使
用
の
一
時
停

止

困
一
時
的
退
避

囹
火
の
元

の
一
斉
点
検

□
足
立
区
防
災
訓
錬

実
施
日
時
=
九
月
四
日

(
水
)
午
前
九
時
～
正
午

実
施
場
所
=
本
部
馴
練

剛
現
地
訓
練
・・一
一
ッ
家

第
一
公
園
(
東
栗
原
出

張
所
管
内
)

地
震
は
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
不
意
に

起
こ
る
地
震
に
備
え
て
、

ふ
だ
ん
か
ら
の
心
構
え
が

必
要
で
す
。
タ
ラ
冫

と
き
た
ら
す
ぐ
行
動
で
き
る
よ
う
心

得
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

センター・児童館・老人館だより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
○
五
-
七
一
〇
一

■
手
芸
教
室
-
(
月
二
十
七
日
(
火
)
午
後
一
時
・
・
・
材
料
費
千
円

■
■
老
人
健
康
相
談
一
(
月
二
十
一
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分
・
・
・
定

員
二
十
名

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
八
九
-
四
六
六
一

■
老
人
健
康
相
談一
(
月
二
十
百
(

水
)
午
後
一
時
三
十
分

■

老
人
陶
芸
教
室一
八
月
二
十
九
日
(
木
)
午
後
一
時

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
九
七
-
五
〇
一
六

■
子
ど
も
す
い
か
わ
り
大
会
-
(
月
二
十
四
日
(
土
)
午
後
二
時
三

十
分
■
子
ど
も
卓
球
大
会
-
(
月
三
十
日
(
金
)
午
前
十
時
・
・
小

学
生
三
十
名
、中
学
生
二
十
名
、申
込
み
は
二
十
五
日
(
日
)
ま
で
　

■
老
人
健
康
相
駁
-
(
月
二
十
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
・
・
・
定

員
二
十
名
■
老
人
将
棋
大
会
-
九
月
(
日
(
日
)
午
前
十
時
三
十

分
…
定
貝
五
十
名
、申
込
み
は
八
月
二
十
日
(
火
)
か
ら

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
(

■〒
二
七
六
五

■
老
人
踊
り
教
室
-
(
月
二
十
一
日
(
水
)
-
午
前
十
時
三
十
分

■
ど
じ
ょ
う
つ
か
み
大
会
-
(
月
三
十
一
日
(
土
)
午
後
二
時
■

子
ど
も
映
画
会
一
九
月
一
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
■
老
人
健

蘗
相
談
-
(
月
二
十
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
■
紙
芝
居
-
(

月
二
十
一
日
・
二
十
(
日
(
水
)
午
前
十
時

□

西

伊

興

児
童

館
　
　
　
　
　
(

九
七
生
(
九
四
(

■
卓
球
初
心
者
指
導
一
(
月
二
十
一
日
・
二
十
八
日
(
水
)
午
後
三

時
■
お
た
の
し
み
会
-
(
月
二
十
二
日
(
木
)
午
後
三
時
■
お

べ
ん
と
う
会
-
(
月
三
十
日
(
金
)
正
午
■
芻
ば
け
屋
敷
・
花
火

大
会
-
(
月
二
十
三
日
(
金
)
午
後
六
時
三
十
分
■
子
ど
も
映
画

会
―
(
月
二
十
九
日
(
木
)
午
後
三
時

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
　
　

九
匸
〒
三
四
ニ
ー

■
老
人
民
謡
教
室
-
(
月
二
十
三
日
(
金
)
午
後
二
時
■
覿
子
映

画
会
一
(
尸
二
十
五
日
(
日
)
午
後
三
時
■
児
寞
卓
球
教
室
一
(

月
二
十
七
日
(
火
)
午
後
二
時
三
十
分
■
夏
休
み
さ
よ
な
ら
お
ぱ

け
大
会
-
(
月
三
十
日
(
金
)
午
後
一
時

□
教
育
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
(
五
〇
!
(
(
〇
一

■
貝
、
岩
石
、
鉱
物
、
昆
虫
、
化
石
鑑
定
会
-
(
月
二
十
六
日
(
月
)

・
二
十
七
日
(
火
)
午
前
十
時
■
英
会
話
教
室
一
九
月
七
日
(
土
)
～

十
一
月
九
日
(
土
)
毎
週
土
昭
日
・・・
高
校
初
級
程
度
、
先
着
四
十

五
名
、
申
込
み
は
(
月
二
十
一
日
(
水
)
か
ら

□

花

畑

区

民
セ

ン

タ

ー
　
　
　
　
(

五
〇
一
二
六
一
七

■
葡
ぱ
け
大
会
-
(
月
二
十
四
日
(
土
)
・
二
十
五
日
(
日
)
1
午

前
九
時
■
成
人
生
花
教
室
一
九
月
六
日
(
金
)
午
後
六
時
三
十
分

・
・
・
材
料
費
約
三
百
円
■
成
人
茶
遭
教
室
-
九
月
六
日
(
金
)
午
後

一
時
・
・
・
材
料
費
約
五
十
円
■
お
楽
し
み
会
―
(
月
二
十
三
日
(
ま

午
前
九
時
■
映
画
会
!
(
月
二
十
九
日
(
木
)
午
前
十
時
■
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ー
(
月
二
十
二
日
(
木
)
午
後
二
時

■
デ
ー
・
キ

ャ
ン
プ
ー
(
月
二
十
一
日
(
水
)
午
前
(
時

《
各
教
室
と
も
教
材
費
を
明
配
し
て
い
な
い
教
室
は
無
料
で
す
》

【
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、
愿

畧

施
設
の
事
務
麌
へ
】

□
文
化
会
館
休
館
の
お
知
ら
せ

躙
光
装
置
等
の
改
修
工
事
の
為
、(
月
三
十
一
日
(
木
)
ま
で
休

館
し
ま
す
。

■ 区役所(教育委員会を含む) 882- 1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7105　西部福祉事務所897- 5011
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家
庭

夏
バ
テ
し
て
い
ま
せ
ん
か

無
料
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

毎
日
署
い
日
か
続
い
て
い
ま
す
。

と
か
く
夏
は
、
体
調
を
く
す
し
が
ち

で
、
知
ら
す
知
ら
す
の
う
ち
に
睡
眠

不
足
や
疲
労
が
蓄
積
さ
れ
、
健
康
な

人
も
食
欲
か
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
か
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
秋
を
む
か
え
る
に
あ
た

り
、
こ
の
ま
ま
で
い
ま
す
と
、
健
康

に
泅
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
。
九
月
二
日
か
ら
始
ま
る

「
健
康
診
査
(
無
料
ご

で
自
分
の

健
康
状
態
を
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
自
分
は
か
ら
た
に
は
自
信

が
あ

る
」
「
元
気
な
の
で
医
者
に
は
ご
ぶ

さ
た
し
て
い
る
」
と
い
う
方
も
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

□
老
人
健
康
診
査

毎
年
九
月
十
五
日
は
、
蔽
老
の

日
」
で
す
が
。
そ
の
日
を
は
さ
み
前

後
一
か
月
間
、
次
の
要
領
で
お
年
寄

り
の
方
を
対
象
に
「
老
人

健
康

診

査
」
を
行
な
い
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
、
(
月
中
に
通

知
を
さ
し
あ
げ
ま
す
の
で
、
期
間
内

の
都
合
の
よ
い
日
に
お
近
く
の
医
療

機
関
(
医
師
会
加
入
)
で
診
査
ふ一
お

受
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
寝
た
き
り
の
方
に
つ
い
て

は
、
お
医
者
さ
ん
が
往
診
し
て
、
診

査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
近
く
の
医
療
機
関
に
ご
泪
談

く
だ
さ
い
。

◎
骸
当
す
る
方
1
区
内
に
住
む
圈
六

十
五
歳
以
上
の
方
(
明
冶
四
十
二

年
四
月
一
日
以
前
の
出
生
者
)

◎
実
施
期
間
-

九
月
二
日
(
月
)
か

ら
九
月
三
」に
日
(
月
)
ま
で
の
診

雅
時
間
内

◎
軫
査
内
容
1
①
一
股
診
査
・
=問
診

・
理
学
的
診
察
・
尿
定
性
検
査
・

血
圧
測
定

②
精
密

黔
査
二

般
診
査
の

結
果
、
さ
ら
に
く
わ

し
い
診
査
が
必
要
と

認
め
ら
れ
た
方
に
つ

い
て
行
な
い
ま
す
。

◎
用
意
す
る
も
の―
①
健
康
診
査
通

知
番

②
健
康
保
険
証
、
④

・

福

の
医
療
証
を
お
持
ち
の
方

は
、そ
れ
ら
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
区
役
所
保
健

係
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

□
ー般
健
康
診
査

区
と
保
健
所
で
は
、
次
の
と
お
り

健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
ふ
だ
ん

健
康
診
断
を
受
け
る
機
会
の
な
い
家

庭
の
主
婦
の
方
、
お
店
の
ご
主
人
や

店
員
さ
ん
な
ど
は
、
ぜ
ひ
お
受
付
く

だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
保
健
所
か
ら

各
ご
家
庭
に
チ
ラ
シ
が
回
覧
さ
れ
ま

す
の
で
よ
く
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
実
施
期
日
-
足
立
保
健
所
管
内
・・一

九
月
二
日
(
月
)
～
十

月
三
日
(

木
)

千
住
保
健
所
管
内
・・・
九

月
二
日
(
木
)
～
十
月
四
日
(
金
)

◎
受
付
時
間
―
午
後
二
時
I
二
時
三

十
分

◎
検
査
項
目
j

レ
ン
ト

ゲ
ン
胸
部
撮
影
、
血

圧
測
定
・
尿

検
査
(

三
十
歳
以
上
の
方

の
み
)

問
い
合
わ
せ
は
、
足

立
保
健
所
業
務
係
(
　
(
四
〇
一
五

一
四
一
)
・
千
住
保
健
所
業
務
係
(

　
(
(
(
-
四
二
七
七
)
へ
ど
う

ぞ
。食

生
活
の
講
習
会

テ
ー
マ

「
老
年
期
の
健
康
と
食
生

活
」

日
時
　
九
月
四
日
(
水
)
午
後
一
時

三
十
分
ヱ

二
時
五
十
分

会
場
　
東
和
保
健
相
談
所

受
講
料
　
無
料

申
込
み
　
電
話
で
東
和
保
健
相
談
所
(

　
六
〇
六
一
四
一
七
一
)
へ
。

足
立の
史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
5
3
)

―
―
千
住
五
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
六
―
―

勝
山
準
四
郎

荒
川
放
水
路
造
成
工
事
は
工
丁
目
ぱ
か
り
で
な

く
本
区
を
南
北
に
分
断
し
て
し
ま
つ
气

こ
の
エ

事
は
な
に
し
ろ
五
百
メ
ー
ト
ル
の
巾
で
、
川
口
市

境
か
ら
東
京
湾
ま
で
二
十
余
キ
ロ
の
新
川
を
造
ろ

と
言
う
の
だ
か
ら
大
変
な
工
事
で
あ
っ
た

。
お
そ

ら
く
大
正
時
代
を
代
表
す
る
大
土
木
事
業
で
あ
っ

た
ろ
う
。
東
京
の
下
町
や・
荒
川
の
供
水
か
ら
守
る

こ
と
は
、
前
々
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

エ
亊
を
は
じ
め
る
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
何
と
言

っ
て
も
明
冶
四
十
三
年
八
月
の
大
洪
水
の
被
害
で

あ
っ
た
。
こ
の
年
(
月
に
入
る
と
連
日
の
雨
続
き

で
特
に
十
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
は
猛

雨

と
な

り
。
降
水
量
は
四
五
七
ミ
リ
に
達
し
た
と
言
う
。

こ
の
為
、荒
川
は
た
ち
ま
ち
氾
ら
ん
し
、堤
防
は
各

所
で
決
壊
し
、
千
住
町
で
は
濁
水
か
堤
防
を
越
し

て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
だ
か
ら
千
住
町
だ
け
で
な
く

区
内
全
域
か
水
ぴ
た
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

永
野
冢
記
録
に
は
こ
の
時
の
状
況
を
『
荒
川
大

洪
水
。
往
還
(
逗
)
上
冠
水
一
尺
五
寸
以
上
四
尺

に
及
ぷ
。
千
住
大
橋
の
水
量
計
十
五
尺
九
寸
五
分

(
四
。(
メ
ー
ト
ル
余
)

」
と
伝
え
て
い
る
。
こ

の
水
位
は
(
月
十
二
日
午
後
十
時
の
記
録
の
よ
う

で
あ
る
ぺ

当
時
の
基
準
で
は
「
嗹
三
尺

三
寸
(

四
メ
ー
ト
ル
)で
掃
郎
堤
上
越
」
と
あ
る
か
ら
、

そ
れ
そ
(
〇
セ
ン
チ
も
越
し
た
の
だ
か
ら・堤
防
が

役
立
だ
な
か
っ
た
の
は
無
理
も
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。
浸
水
期
間
が
永
ぴ
い
た
上
に
、
当
時
の
救
助

活
動
を
考
え
る
と
被
災
者
の
苦
し
み
は
想
像
以
上

で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
井
戸
水
が
飲
料
水

で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
二
重
の
水
の
苦
し
み
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。
南
足
立
郡
誌
(
大
正
五
年
刊
)

に
も
「
全
都
一
円
泥
海
と
化
し
、
交
通
杜
絶
し
、

避
難
に
途
な
く
、
貯
轂
は
水
に
浸
さ
れ
、
飲
料
水

は
濁
水
と
変
じ
、
住
民
饑
渇
に
苦
し
み
、
建
物
は

倒
潰
流
亡
、
田
畑
の
作
物
見
る
蔭
も
な
く
、
そ
の

惨
状
言
語
に
絶
す
。
故
老
の
口
碑
に
伝
う
る
天
明

六
年
七
月
の
徴
水
に
比
す
べ
く
、
而
も
被
害
却
て

大
な
る
を
知
る
べ
し
云
々
」
と
状
況
を
述
べ
て
い

る
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
お
年
寄
は
水
害
と
言
え
ば

今
だ
に
こ
の
時
の
被
害
を
引
合
に
出
す
わ
け
で
あ

る
。
区
内
で
浸
水
し
な
か
っ
た
の
は
、
花
畑
お
と

り
様
の
境
内
と
舎
人
町
の
一
部
だ
け
と
も
伝
わ
っ

て
い
る
。
旧
道
翼
七
近
く
の
床
高
に
迪
ら
れ
た
旧

家
で
も
、
床
上
押
入
れ
中
段
ま
で
浸
水
し
た
と
記

憶
も
生
々
し
く
語
ら
れ
た
し
。
花
畑
地
区
の
農
家

で
は
「
こ
の
近
所
の
家
々
が
庭
の
ま
わ
り
に
生
垣

を
植
え
た
の
は
あ
の
'洪
水
に
こ
り
た
か
ら
で

す

よ
。」
と
晤
ら
れ
た
。
つ
ま
り
庭
先
や
軒
先
の
農
具

や
家
具
の
流
失
を
防
ぐ
智
恵
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
後
、
家
を
建
て
る
に
も
道
を
迪

る
に
も
こ
の
庚
水
水
位
が
一
つ
の
目
安
で

あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
本
区
を
は
じ
め
東
京
の
下
町
を

な
や
ま
し
た
荒
川
の・
洪
水
も
、
元
は
江
戸
初
期
の

流
路
の
変
更
で
あ
る
。
つ
ま
り
熊
谷
付
近
で
流
路

を
変
え
て
、
無
理
に
入
関
川
に
押
し
こ
み
、
秩
父

山
系
の
水
一

を
一
手
に
江
戸
市
内
に
流
さ
せ
た
の

が
原
因
で
あ
る
。
荒
川
は
そ
の
名
の
通
り
時
に
あ

ば
れ
ん
坊
ぶ
り
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。

政
府
も
遂
に
明
冶
四
十
四
年
か
ら
改
修
工
事
を

着
工
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
(
こ
の
項
つ
ゞ
く
)

明治43年の大洪水・千住橋戸町付近

心
身
障
害
の
方
へ

扶
養
年
金
制
度
と

重
度
心
身
障
害
者
手
当

◆
ご
存
知
で
す
か

東
京
都
心
身
障
書
者

扶
養
年
金
制
度

こ
の
制
度
は
、
障
害
者
の
保
護
者
に

万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
時
、
障
害
者
の

生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

障
客
者
の
保
護
者
が
毎
月
一
定
の
掛

金
を
払
い
込
み
、
保
護
者
が
死
亡
ま
た

は
廃
疾
と
な
っ
た
時
は
、
年
金
受
取
人

に
障
害
者
の
生
存
中
、
毎
月
二
万
円
を

支
給
し
ま
す
。

加
入
で
き
る
人
　
ち
え
遅
れ
・
体
の
不

自
由
・
精
神
障
害
な
ど
を
有
す
る
方

を
保
護
し
て
い
る
方
(
一
般
的
に
は

父
親
)
で
、
区
内
に
住
所
が
あ
り
、

年
齢
が
四
十
五
歳
未
屑
で
あ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

た
だ
し
次
の
場
合
は
、
一
年
以
内

に
限
り
四
十
五
歳
以
上
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

▼
他
の
府
県
か
ら
区
内
に
転
入
し
た
時

▼
保
健
さ
れ
て
い
る
者
が
障
害
者
と
判

定
さ
れ
た
時

加
入
の
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

区
役
所
援
隋
係
へ
ど
う
ぞ
。

◆
申
請
を

受
付
け
て
い
ま
す

重
度
心
身
障
害
者
手
当

心
身
に
特
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
複
雑

な
介
護
を
必
要
と
す
る
方
に
、
重
度
心

身
障
害
者
(
児
)
手
当
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
該
当
す
る
方
は
。
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

支
給
要
件
　
①
区
内
に
住
民
登
録
し
て

あ
り
、
現
に
住
ん
で
い
る
こ
と

②

在
宅
の
者
で
あ
る
こ
と

障
害
の
程
度
　
①
重
度
の
精
神
薄
弱
者
で

常
時
複
雑
な
介
護
怎

要
と
す

る
程
度
の
著
し
い
精
神
症
状
が
あ
る

方

③
重
度
の
肢
体
不
自
由
者
で
、

両
上
肢
お
よ
ぴ
而
下
肢
の
機
能
が
失

な
わ
れ
、
座
っ
て
い
る
こ
と
が
困
難

な
程
度
の
障
害
が
あ
る
方

③
重
度

の
精
神
薄
弱
と
、
重
度
の
身
体
障
害

が
重
複
し
て
い
る
方

※
障
害
の
程
度
は
、申
謂
後
、
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
判
定
さ
れ
ま
す
。

▼
支
給
額
　
毎
月
二
万
円
(
口
座
振
替
)

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

印
艦
・
住
民
票
(
家
族
全
員
)

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
と
愛
の
手

帳
か
あ
る
方
は
。
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
は
、区
役
所
援
護

係
へ
ど
う
ぞ
。

部
落
問
題
の

理
解
の
た
め
に
(
3
7
)

部
落
と
経
済
社
会
①

徳
川
時
代
に
最
下
岡
身
分
と
さ
れ

た
部
落
民
は
、
農
業
生
産
か
ら
は
ほ

と
ん
ど
し
め
出
さ
れ
、
皮
革
・
は
き

怐
・
わ
ら
加
工
・
竹
加
工
な
ど
様
々

な
手
工
業
に
生
活
の
糧
を
求
め
た
。

今
日
も
、
就
職
差
別
に
よ
り
、
主

要
産
業
か
ら
し
め
出
さ
れ
た
仲
間
た

ち
は

。
部
落
産
業
の
零
細
企
業
者
や

・
労
働
者
・
職
人
、
あ
る
い
は
日
雇
や

雑
業
的
な
単
純
肉
体
労
働
な
ど
、
底

辺
労
働
者
、
半
失
業
労
働
者
と
な
っ

て
い
る

。

こ
の
よ
う
に
時
の
基
幹
産
業
か
ら

排
除
さ
れ
続
け
て
き
た
こ
と
が
都
落

の
き
わ
め
て
劣
悪
な
生
活
粂
件
を
も

た
ら
し
て
い
る
。

し
か
し
部
落
差
別
は
、
部
落
民
か

ら
搾
り
取
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
は
な
い
。徳
川
で
は
農
民
。今
日

で
は
労
働
者
を
搾
り
取
り
、
お
さ
え

つ
け
る
た
め
に
差
別
は
作
ら
れ
た
。

「
上
見
て
く
ら
す
な
、
下
見
て
く
ら

せ
」
と
民
衆
を
あ
き
ら
め
さ
せ
、
お

ま
け
に
部
落
民
を
冶
安
の
先
兵
に
か

り
立
て
、
民
衆
を
相
争
わ
せ
、
差
別

を
あ
お
り
、
分
裂
支
配
の
テ
コ
と
し

て
い
っ
た
。

「
吾
々
の
祖
先
は
・・・陋
劣
な
る
階

級
政
策
の
儀
牲
者
で
あ
り
、
男
ら
し

き
産
寨
的
殉
教
者
で
あ
っ
た
の
だ
」

(
水
平
社
宜
言
)

。

(
部
落
解
放
同
盟
足
立
支
部

(
五
〇
-

七
七
六
九
)

青
少
年
の
健
全
育
成
に

研
修
会
が
開
か
れ
ま
す

●
青
少
年
指
導
者

研
修
会
・
B
コ
ー
ス

対
象

四
十
八
年
度
初
級
・
中
級
終
了

程
度
の
方

会
場
梅
鳥
第
一
小
・
綾
瀬
小

時
間

午
後
一
時
～
四
時

期
日
・
内
容
　
9
/
8
(
日
)
司
会
と

記
録
9
/
2
2
(

日
)
レ
ク
リ
エ
ー

ジ
'
ン
活
動
の
意
義
1
0
/
1
3
(
日
)

ゲ
ー
ム
の
指
導
法
1
1
/
1
7
(

日
)

子
ど
も
の
遊
び
と
文
化
財
1
1
/
2
3
　
(

土
)
安
全
教
育
1
2
/
1
(

日
)

ジ
ュ
ニ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー
と
合
同
2
/
2
(

日
)
子
ど
も
会
の
問
題
点
2
/
1
6
(

日
)
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
は

申
込
み
・
締
切
り

九
月
三
日
(
火
)

ま
で
に
、
区
教
育
委
員
会
青
少
年
係

へ
。

●
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
・
B
コ
ー
ス

対
象

中
学
生
、
四
十
【
年
度
中
級
終

了
者
で
小
学
校
六
年
生

会
場

梅
鳥
第

】小
・
綾
瀬
小

時
間

午
後
一
時
～
四
時

期
日
・
内
容
9
/
8
(

日
)
司
会
と

記
録
9
/
2
2
(

日
)
ゲ
ー
ム
の
揩

導
と
実
習
1
0
/
1
3
(

日
)
行
事
の

組
み
方
1
1
/
1
7
(

日
)
カ
ベ
新
聞

の
作
り
方
1
1
/
2
3
(

土
)
1
2
/
1
(

日
)
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
の
し

か
た
2
/
2
(

日
)
2
/
1
6
(
B
)

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
の
や
り
方

申
込
み
・
締
切
り

九
月
三
日
(
火
)

ま
で
に
、
区
教
育
委
貝
会
青
少
年
係

へ
。

心
身
障
害
児
の

就
学
相
談
を

受
付
け
て
い
ま
す

心
身
に
障
客
が
あ
り
、
義
務
教
育
の

猶
予
、
免
除
と
な
っ
て
い
る
児
童
を
は

じ
め
、
昭
和
五
十
年
四
月
か
ら
就
学
す

る
児
童
で
、
特
殊
学
級
・
盲
・
ろ
う
・

養
護
学
校
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の
要

領
で

。
「
耽
学
相
談
謦

を
直
接
教
育

相
談
室
へ
お
出
し
く
だ
さ
い

。

受
付
期
限
(

月
三
十
一
日
(
土
)
ま
で

受
付
場
所

区
教
育
セ
ン
タ
ー
内
教
育

相
談
室
(
竹
の
塚
二
丁
目
二
五
-
二
I

　
(
五
〇一
(
(
〇
一

東
武
線

竹
の
塚
駅
下
車
徒
歩
五
忿

く
わ
し
く
は
、
区
教
育
委
貝
会
学
事

係
へ
ど
う
ぞ
。

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト

判
定
員
養
成
講
習
会

区
で
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
」

。

「
壮
年
体
力
テ
ス
ト
」
を
広
く
区
民
の

み
な
さ
ん
に
普
及
さ
せ
る
と
と
も
に
、

熟
達
し
た
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
判
定
員
を

養
成
す
る
た
め
、
判
定
貝
養
成
講
習
会

を
行
な
い
ま
す
。

日
時
―
九
月
(
日
(
日
)
午
前
九
時
～

午
後
四
時

会
場
―
区
立
綾
瀬
小
学
校
(
千
代
田
線

綾
瀬
駅
下
車
徒
歩
一
分
)

受
講
料
-
百
円
{
テ
キ
ス
ト
代
}

内
容
-
講
義
、
演
習
、実
技
、筆
記
賦
験

持
ち
物
-
筆
記
具
、昼
食
(
当
日
は
。

運
励
の
で
き
る
服
装
で
)

申
込
締
切
-
九
月
五
日
(
木
)

※
受
講
者
の
う
ち
、
筆
記
賦
験
で
適
当

と
認
め
ら
れ
た
方
は
、
日
本
体
育
協
会

公
認
テ
ス
ト
判
定
貝
の
賢
格
が
得
ら
れ

ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区
教
育
委

員
会
体
育
振
興
係
ま
で
ど
う
ぞ
。

課
税
納
税
証
明
の
代
理
申
請

収
入
印
紙
が

い
ら
な
く
な
り
ま
す

印
鑑
証
明
な
ど
を
代
理
人
か
申
睛
す

る
と
き
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

七
月
五
日
の
「
区
の
お

知
ら
せ

」
に
掲
載
し
ま

し
た
が
、
課
税
・
納
税

証
明
に
つ
い
て
も
、
従

来
の
委
任
状
に
か
わ
り

「
代
理
権
授
与
通
知
書
」

が
使
用
で
き
ま
す
。
こ

の
場
合
も
収
入
印
紙
が

い
り
ま
せ
ん

。

様
式
は
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。(
便
せ
ん
か
、
便
せ
ん
大

の
用
紙
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。)

掲
示
板

■
十
六
ミ
リ
映
写
機

操
作
技
術
講
習
会

期
間
　
(

月
二
十
七
日
(
火
)
・
二

十
九
日
(
木
)
・
凡
月
三
日
(
火
)

・
五
日
(
木
)
・
十
日
(
火
)
・

十
二
日
(
木
)

場
所
　
区
教
育
セ
ン
タ
ー
(
東
武
線

竹
の
塚
駅
下
車
徒
歩
五
分
)

受
講
資
格

区
内
在
住
・
在
動
の
方

募
集
人
員

五
十
名
(
定
員
に
な
り

次
第
締
切
)

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
(

月
二
十

一
日
(
水
)
か
ら
、
区
教
育
委
員

会
文
化
係
ま
で
、一

話
、
ま
た
は

直
接
お
申
沁
み
く
だ
さ
い
。

特
別
区
民
税
(
第
二
期
分
)

個
人
事
業
税
(
第
一
期
分
)

納
期
は

八
月
三
十
一
日
で
す

■
青
年
団
体
講
座

す
で
に
サ
ー
ク
ル
盾
動
に
参
加
し

て
い
る
方

、
こ
れ
か
ら
サ
ー
ク
ル
活

動
を
し
よ
う
と
す
る
人
達
か
集
ま
っ

て

、
若
者
の
悩
み
や
生
き
方
に
つ
い

て

、
じ
っ
く
り
語
り
合
う
講

座
で

す
。
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
9
/
1
9
(
木
)
・
2
6
(
木
)
1
0
/

3
(
木
)
・
1
7
(
木
)
・
2
4
(
木
)
・

3
1
(
木
)
1
1
/
2
(
土
)
・
3
(
日
)

午
後
七
時
～
九
時

会
場
区
青
年
館
(
西
新
井
大
師
前
)

内
容
　
サ
ー
ク
ル
活
動
の
悩
み
、
サ

ー
ク
ル
活
動
の
歴
史
と
現
状
、
サ

ー
ク
ル
活
動
と
利
用
施
設
、
足
立

区
の
青
年
館
、
宿
泊
研
修
の
計
画

作
成
、
宿
泊
研
修
(
野
外
活
助
・

話
し
合
い
)

方
法
　
講
演
、
体
験
発
表
、
討
議
、

実
技
、
映
画
と
話
し
合
い

対
象
　
足
立
区
在
住
・
在
動
の
青
年

費
用

宿
泊
料
実
費

申
込
み
　
開
般
期
間
中
区
教
育
委
員

会
青
少
年
係
ま
た
は
直
接
青
年
館
(

　
(
九
〇
-
○
○
六
一
)
へ
、

■
献
血
に
ご
協
力
を

み
な
さ
ん
の
愛
の
献
血
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
、
ご
協
力
を
。

献

血

日

程

八
月
二
十
日
(
火
)
竹
の
塚
東
口
　
　

二
十
九
日
(
木
)

新
田
小
　

三
十
日
(
金
)

北
千
住
西
口

■
家
具
卸
見
本
市

区
と
足
立
家
具
卸
商
組
合
で
は
、

次
に
よ
り
家
具
卸
見
本
市
を
M
き
ま

す
。
一
般
公
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
時

八
月
二
十
五
日
(
日
)
午
前

九
時
～
午
後
二
時

会
場
足
立
区
体
育
館
(
中
央
本
町

一
―
一
七一
二
)

問
い
合
わ
せ
先

区
役
所
商
工
係

■
保
健
婦
・
助

産
婦
・
看
護
婦
の
資
格
を

お
持
ち
の
方
へ

最
近
、
看
護
婦
等
が
不
足
の
た
め

医
療
施
股
で
は
困
っ
て
い
ま
す
。

こ
の一
護
婦
な
ど
の
不
足
を
打
開

す
る
た
め
、
免
井
所
有
者
で
未
就
巣

の
実
態
を
、
全
国
い
っ
せ
い
に
調
査

し
ま
す
。調
査
は
(
月
申
に
行
な
わ

れ
ま
す
が
、
調
査
蒙
が
保
健
所
、
出

張
所
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
、
該

当
す
る
方
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
保
留
地
処
分
し
ま
す

つ
き
の
土
地
区
画
整
理
組
合
で
、

保
留
地
を
処
分
し
ま
す
。

●
東
栗
原
土
地
区
画
整
理
組
合

入
札
日
9
/
4
(

水
)
午
後
二
時

入
札
方
法

組
合
保
留
圸
処
分
規
程

に
よ
る

一
区
画
面
積
七
〇
。一
～
ヱ
(
O
O
か

詳
し
く
は
、
東
栗
原
土
地
区
画
整
理

組
合
事
務
所
(
東
栗
原
町
二
一
六

〇

　
(
(

四
一

四
四
四
三
)
へ
。

●
大
谷
田
谷
中
土
地
区
画
整
理
組
合

入
札
日
8
/
2
6
(
月
)
午
後
一
時
～

一
区
画
面
積
一
六
五
～
三
八
〇
㎡

詳
し
く
は
、
大
谷
田
谷
中
土
地
区
画

整
理
組
合
(
大
谷
田
四
一

一
〇
-

二

　
六
〇
五
一

九
二
三
六
)

■
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の

出
張
相
談

日
時
(

月
二
十
二
日
(
木
)
午
後

一
時
～
四
時

場
所

区
役
所
第
二
庁
舎
(
東
武
線

梅
島
駅
下
車
徒
歩
三
分
)

内
容

婦
人
を
対
象
に
、
求
畷
相
談

・
職
業
相
談
・
パ
ー
ト
求
人
受
理

問
い
問
わ
せ
先

足
立
公
共
職
業
安

定
所
【
東
綾
瀬
一
-

】
　
六
二
〇

上
二
三
(
一
)

お
礼
次
の
方
か
ら
多
額
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た

。

▽
育
英
資
金
へ

内
藤
延
俊
さ
ん

(千
住
三
-
一
〇
)
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